
1982年出上の木簡

静
岡

・
泥
？
丁
遠逗
駄
婢
（国
鉄
浜
松
工
場
内
）

１
　
所
在
地
　
　
　
浜
松
市
南
伊
場
町
四
丁
目

（小
学
梶
子
）

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
二
年

（昭
５７
）
五
月
を

一
二
月

３
　
調
査
機
関
　
　
浜
松
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
漆
畑
　
敏

。
太
田
好
治

５
　
遺
跡
の
種
類
　
郡
衝
跡
？

６
　
迫退
跡
の
時
代
　
奈
良
時
代

（八
世
紀
後
半
）

７
　
迫退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
点
は
、
国
鉄
浜
松
工
場
敷
地
内
に
あ
り
、
従
来
よ
り
工
場
内
遺
跡
と

呼
ば
れ
て
い
た
範
囲
の
北
西
隅
の
梶
子
と
い
う
地
点
に
あ
た
る
。
南

へ
三
〇
〇

ｍ
の
所
に
は
、
具
注

暦

木
簡

（天
晋
死
年
？
し

や
唐
三
彩
の
陶

枕
を
出
土
し
た
城
山
遺
跡
が
あ

り
、
南
東
に
は
、
伊
場
遺
跡
が

隣
接
し
て
立
地
す
る
。

梶
子
遺
跡
は
、
堤
列
間
湿
地

内
の
微
高
地

（標
高
約
○
・八
ｍ
）

に
、
営
ま
れ
た
も
の
と
推
定
さ

れ
る
。
今
回
の
調
査
は
、
工
場

内
遺
跡
に
新
設
さ
れ
る
建
物
の
範
囲

（
一
七
七
四
２じ

に
限
ら
れ
、
遺
跡
全
体
を

調
査
し
た
も
の
で
は
な
い
。
調
査
区
が
微
高
地
の
縁
辺
部
に
あ

っ
た
た

め
、

″居
住
地
″
（微
高
地
）
は
、
幅
約

一
〇
ｍ
、
長
さ
約
五
〇
ｍ
を
検
出
し
た
に
過

ぎ
な
い
。
こ
の
微
高
地
上
の
平
坦
面
で
、
掘
立
柱
遺
構
の
柱
穴
と
推
定
さ
れ
る

小
穴
を
、
約
二
〇
個
所
検
出
し
た
。
し
か
し
、
遺
構
検
出
面
が
幅

一
〇
ｍ
と
狭

い
こ
と
も
あ

っ
て
、
掘
立
柱
遺
構
と
断
定
で
き
る
小
穴
群
は
、
抽
出
で
き
な
か

っ
た
。

こ
の
段
丘
状
微
高
地
の
縁
に
沿
う
よ
う
に
、
幅
約

一
ｍ
、
深
さ
○

・
五
ｍ
程

の
小
溝
が
二
条
検
出
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
、
内
側
の
溝

（微
高
地
寄
り
）
に
は
、

杭
列
や
、
小
規
模
で
は
あ
る
が
、
只
塚
な
ど
が
検
出
さ
れ

「生
活
」
の
痕
跡
が

窺
え
た
。
木
簡
は
こ
の
小
溝
の
覆
土
中
よ
り
発
見
さ
れ
た
。
溝
底
面
か
ら
は
、

古
墳
時
代
終
末
期

（七
世
紀
後
半
）
の
須
恵
器
が
出
土
し
、
溝
の
初
期
の
も
の
と

考
え
て
い
る
。
貝
塚
は
、
溝
の
上
層
部
で
検
出
さ
れ
、
周
辺
か
ら
出
上
し
た
須

恵
器
の
年
代
か
ら
八
世
紀
中
葉
か
ら
後
葉
に
か
け
て
形
成
さ
れ
た
貝
塚
と
考
え

ら
れ
る
。
溝
の
幅
も
狭
く
、
浅
い
た
め
、
溝
覆
上
の
分
層
に
、
や
や
疑
点
が
残

る
が
、
こ
れ
ら
木
簡
も
貝
塚
形
成
期
と
同
時
期
の
も
の
と
考
え
て
い
る
。
他
に

遺
物
と
し
て
は
、
曲
物
、
馬
形
、
舟
形
、
陶
馬
、
手
捏
土
器
等
が
出
上
し
て
い
る
。

今
回
は
、
段
丘
状
徴
高
地
の
縁
辺
部
を
、
僅
か
に
調
査
し
た
だ
け
で
あ
る
。

し
か
し
遺
跡
の
中
心
部
と
考
え
ら
れ
る
。
調
査
区
の
南
側
は
、
伊
場
遺
跡
か
ら

西
方

へ
続
く
で
あ
ろ
う

「大
溝
」
を
介
し
て
、
城
山
遺
跡

（遠
江
国
敷
智
郡
衡
跡

？
）
の
対
岸
に
あ
た
る
位
置
と
な
る
。　
し
た
が

っ
て
立
地
と
し
て
は
、
城
山
遺

(浜松 2万 5千分の 1)



跡
と
有
機
的
な
関
係
も
想
定
さ
せ
る
。

８
　
木
筒
の
釈
文

。
内
容

出
土
点
数
が
少
な
い
こ
と
や

（③
ω
は
、
同
一
個
体
と
思
わ
れ
る
）
判
読
出
来
な

い
部
分
が
多
く
、
直
接
年
紀
の
知
れ
る
部
分
も
な
い
点
な
ど
、
木
簡
か
ら
こ
の

遺
構
や
遺
跡
の
性
格
を
知
り
得
る
も
の
で
は
な
い
。
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（漆
畑

敏 自

木

簡

研

究

第
三
号

巻
頭
言
―
―
‐中
国
簡
贖
呼
称
に
つ
い
て
の
提
言
―
―
‐　
　
　
　
　
　
　
大

庭

　

脩

一
九
八
〇
年
出
上
の
木
簡

概
要
　
平
城
官

・
京
跡
　
平
城
京
左
京
（外
京
）
五
条
五
坊
七
坪
　
藤
原
官

跡
　
稗
田
遺
跡
―
―
下
ツ
道
―
―
　
長
岡
京
跡
　
大
蔵
司
遺
跡
　
西
沖
遺
跡

御
殿

。
二
之
官
遺
跡
　
野
路
岡
田
遺
跡
　
多
賀
城
跡
　
漆
町
西
遺
跡
　
桜

町
遺
跡
　
白
山
橋
遺
跡
　
御
館
遺
跡
　
御
着
城
跡
　
鶴

・
城
山
遺
跡
　
車
戸

千
軒
町
遺
跡
　
野
町
地
区
遺
跡
　
観
世
音
寺
僧
房
跡
　
大
宰
府
学
校
院
跡
東

辺
部

一
九
七
七
年
以
前
出
上
の
木
簡
　
⑬

平
城
官
跡

（第
二

一
次

・
第
二
二
次
北
）

薬
師
寺
　
下
岡
田
遺
跡

中
国
に
お
け
る
簡
蹟
研
究
の
位
相
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池

田Ш
　

温

庸
米
付
札
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
狩

野

　

久

静
岡
県
城
山
遺
跡
出
土
の
具
注
暦
木
簡
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
原
　
秀
三
郎

草
戸
千
軒
町
遺
跡
出
上
の
木
簡
―
―
形
態
を
中
心
に
―
―

　
　
　
志
田
原
重
人

彙
報
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